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あだちまつり
A

-

F

est a

' 9
9

来 て 見 て 遊 んで み んな の フェスタ

広 場

10
月9 (土)

日
10 ( 日)

日

荒川河川敷(虹の広場)

リ
サ
イ
ク
ル

フ

ェ

ア

(
虹

の

広

場
)

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
リ
サ
イ
ク
ル

に
関
す
る
相
談
・
展
示
な
ど
を
行
い
ま

す

。

足
立
ブ
ラ
ン
ド

産
業
ま
つ
り

(
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広
場
)

カ
バ
ン
や
靴
な
ど
区
内
企
業
が
開
発

し
た
製
品
が
勢
ぞ
ろ
い
!

* 産業まつり 会場案内図*

10月9 日(土) 10月10 日(日)

※ プログラムの内 容については、一 部変 更にな る場合もあり ま すので、あ
ら かじめご了 承く ださい

ご 来 場 の 方 ヘ
☆会場には駐車場がありません。車でのご来場はご遠慮願います。
☆ごみは指定された場所へきちんと入れてください。
☆荒天の場合は催しを中止することがあります。

あだちまつりに関するお問い合わせは
区民まつり委員会事務局(地域振興課育成係内)

3880- 5111( 代)

今 号 の主な内容

2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
家
族
介
護
者
教
室
/
乳
幼
児
医
療
費
助

成
制
度
の
変
更
/
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
/
受
信
障
害
対
策

4
・
5
面
▽
福
祉
の
す
が
た
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
/
介
護
保
険
申
請
受
付

6
・
7
面
▽
催
し
物
ガ
イ
ド
/
く
ら
し
の
情
報
/
消
費
者
展
/
赤
い
羽
根

共
同
募
金
/
掲
示
板
/
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
/
ひ
ろ
ば

8
面
▽
▽
▽
ま
ち
の
歴
史
ミ
ニ
事
典
/
あ
だ
ち
カ
レ
ン
ダ
ー

「西
暦
2
0
0
0年
問
題

対
策
本
部
」を
設
置

区
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
2
0
0
0

年
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、9

月
1
日
付
け
で
、
区
長
を
本
部
長

と
し
た
「
西
暦
2
0
0
0

年
間
題
対

策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の

対
策
本
部
は
、
①
区
が
保
有
す
る
シ

ス
テ
ム
や
機
器
を
原
因
と
し
て
区
民

生
活
に
支
障
を
起
こ
さ
な
い
、
②
区

の
地
域
に
お
い
て
な
ん
ら
か
の
支
障

が
起
き
た
際
、
重
大
な
影
響
を
回
避

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。1
0

月
下
甸
ま
で
に
危
機
管
理
計
国
を

策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
年
末
年
始

の
齧
戒
体
制
を
は
じ
め
と
す
る
危
機

管
理
を
行
つ
て
い
き
ま
す
。

▽
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
2
0
0
0

年

問
題
・・・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
西
暦
年
数

の
下
2

桁
の
み
を
扱
つ
て
い
る
こ
と

に
よ
り

、1
9
9
9

年
か
ら
2
0
0
0

年
に
な
る
際

、1
9
0
0

年
と
認

識
し
て
し
ま
う
問
題

。
も
し
適
切
に

対
応
が
な
さ
れ
な
け
れ
ぱ

、
例
え
ば

金
融
、
エ
ネ
ル
ギ
1

、
通
信
、
交
通

、

医
僚
と
い
っ
た
日
常
生
活
を
支
え
る

分
野
に
お
い
て
問
題
が
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

問
先
=

災
害
対
策
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

1999

国 際 高 齢 者 年

すべての世代のための
社会をめざして

10 月1 日 は

国際高齢者の日

世帯と人口 ( 11年9 月1 日現在 外国人含む) 世帯数: 274, 434 人口: 636, 528人 ( 男: 322, 209 人、女: 314, 319 人)
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保
健

福
祉

ガ
イ
ド

2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡 例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申・

問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

乳
幼
児
医
療
費

助
成
制
度

1
2年
1
月
か
ら
乳
幼
児
4

歳
未
満
ま
で
所
得
制
限
が

な
く
な
り
ま
す

区
で
は
、
区
内
に
住
所
を
有
し
、
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
就
学
前
(
6

歳
に
達
し
た
日
以
後
最
初
の
3
月
3
1日

ま
で
)
の
乳
幼
児
を
対
象
に
、乳
幼
児
医

療
費
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

1
2年
1
月
1
日
か
ら
、
保
護
者
の
所

得
制
限
な
し
の
乳
幼
児
対
象
年
齢
を
、4

歳
未
崗
に
拡
大
し
ま
す
(
現
行
は
3

歳
未
満
)
。な
お
、4
歳
以
上
就
学
前
ま

で
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
は
、
今

ま
で
ど
お
り
保
護
者
の
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。

□
医
療
証
の
申
請
手
続
き

こ
の
制
度
の
利
用
に
は
、
乳
幼
児
医

療
証
の
交
付
申
請
が
必
要
で
す
。8
年
1

月
2
日
か
ら
9
年
1
月
1
日
ま
で
の

間
に
生
ま
れ
た
乳
幼
児
の
保
護
者
(

す

で
に
3

歳
年
齢
到
達
の
所
得
判
定
で
○

医
療
証
を
交
付
さ
れ
て
い
る
保
護
者
は

除
く
)

の
方
に
は

、
郵
送
で
1
0
月
上
旬

に
申
請
の
案
内
(
医
療
証
交
付
申
請
書
)

を
送
付
し
ま
す
の
で

、
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い

。

期
限
止
…
J月
2
9
日

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
乳
幼
児

は

、
助
成
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
・・・

生
活
保
護
受
給
者
/

施
設
入
所
者
/

里

子
/

○
受
給
者
/

○
受
給
者

□
給
付
内
容
等

前
記
の
申
請
手
続
き
を
し
た
対
象
児

に
は

、
1
2月
下
旬
に
○
医
療
証
を
送
付

し
ま
す
。
○
医
療
証
を
医
療
機
関
に
提

示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

、
保
険
診
療
に

よ
る
自
己
負
担
分
を
区
が
助
成
し
ま
す

。

□
1
2
年
1

月
1
日
以
降
3

歳
に
な
る
乳

幼
児
の
方

9
年
1
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

に
つ
い
て
は

、
3

歳
に
年
齡
到
達
す
る

月
で
自
動
的
に
更
新
処
理
を
行
い

、
3

歳
年
齢
到
達
月
の
翌
月
以
降
の
S

医
療

証
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
今
回
の
申
請

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
=
児
童
医
療
係

現
況
届
は
お
済
み
で
す
か

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
8

月
に
現
況
届
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
況
届
が

未
提
出
の
場
合
は
、
8
月
か
ら
の
支
給

が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
至
急
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
現
況
届

に
必
要
な
住
民
票
、
外
国
籍
の
方
は
登

録
済
証
明
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
交
付

申
請
の
夥
に
は
、
区
民
事
務
所
の
窓
口

で
証
書
ま
た
は
「
お
知
ら
せ
」
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い

申
・
問
先
1
児
童
手

当
係

高
齢
者
の
生
き
が
い
と

福
祉
向
上
の

就
業
強
化
月
間

□
高
齢
者
就
業
相
談
フ
ェ
ア

足
立
区
シ
ル
パ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

都
と
合
同
で
行
い
ま
す
。

日
時
=
1
0

月
1
9日
㈹
、
午
前
1
0時
～
午
後
4
時

場
所
=
都
・
高
年
齢
者
就
業
セ
ン
タ
ー

(飯
田
橋
下
車
)

□
お
仕
事
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ご
相
談
と
発
注
は
お
電
話
で
ど
う

ぞ
。

内
容
=
伝
票
整
理
・
電
話
番
な

ど
の
一
般
事
務
/
毛
筆
・
ボ
ー
ル
ペ
ン

な
ど
の
あ
て
名
書
き
/
大
エ
/
枝
切
り
/

草
取
り
/
塗
装
/
清
掃
/
園
児
の
送

迎
・
留
守
番
・
洗
濯
な
ど
の
家
事
援
助

サ
ー
ビ
ス
/
チ
ラ
シ
の
配
布
・
袋
詰
め

な
ど

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
=
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

無
料
乗
車
券
を

交
付
し
ま
す

都
電
・
都
バ
ス
・
都
営
地
下
鉄
の
新

し
い
無
料
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す
(
シ

ル
バ
ー
パ
ス
を
お
持
ち
の
方
を
除
く
)
。

対
象
=
①
身
体
障
害
者
手
帳
(
1
～
6

級
)
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
/
②
療

育
手
帳
(
愛
の
手
帳
)
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
/
③
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
で
恩
給
法
の
特
別
項

症
～
第
6
項
症
お
よ
ぴ
第
1
款
症
～
第
5

款
症
ま
で
に
該
当
す
る
方
/
④
原
子

爆
弾
被
爆
者
の
医
療
等
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
で
同
法
第
8
条
に
規
定
す

る
厚
生
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
方
お
よ

び
健
康
管
理
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

る
方
/
⑤
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世

帯
の
世
帯
員
の
う
ち
1
人
/
⑥
旧
母
子

・
準
母
子
福
祉
年
金
受
給
世
帯
の
世
帯

員
の
う
ち
1
人
/
⑦
児
童
扶
養
手
当
受

給
世
帯
の
世
帯
員
の
う
ち
1
人

申
込
=

表
1
(
窓
口
に
持
参
す
る
も
の
が
そ

れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
)

申
・
問
先
=
①
～
⑤
…
管
轄
の

福
祉
事
務
所
(
表
2
)
/
⑥
…
国
民
年

金
課
給
付
係
/
⑦
…
児
童
手
当
係

表1　 無料乗車券申請手続き必要書類

※ 写真は縦4 ㎝× 横3㎝で、最近撮影の正面脱帽・上半身のもの

表2　 福祉事務所一覧

第
3
回

足
立
区
生
業
資
金
貸
付

対
象
=
一
般
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
個
人
事
業
主
の

方
で
、こ
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
独

立
の
生
計
が
立
て
ら
れ
、
次
の
す
べ
て

の
条
件
を
眞
た
す
方
・
:区
内
に
1
年
以

上
居
住
/
世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住
民

登
録
上
の
世
帯
主
/
事
業
の
新
規
ま
た

は
拡
充
が
目
的
/
住
民
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
/
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
一
人

い
る

貸
付
額
=
1
世
帯
2
0
0万円
以
内

(予
定
利
率
0
.
4
%、据
え
置
き
期
間
中

は
無
利
子
)

返
済
方
法
=
6
ヵ
月
据

え
匱
き
後
6
0回
元
利
均
等
償
還

申
込
=

申
込
書
を
窓
口
に
持
参

※
用
紙
は
9

月
2
7日
か
ら
、
貸
付
係
窓
囗
、区
民

事
務
所
(
中
央
本
町
区
民
事
務
所
は
除

く
)
、福
祉
亊
務
所
、勤
労
福
祉
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布

受
付
期
間
=
1
0

月
4
日
～
1
5曰

※
次
回
の
貸
付
(
第
4

回
)
は
、1
2年
1
月
中
旬
に
受
付
を

予
定

申
・
問
先
=
貸
付
係

と
ん
が
り
ぼ
う
し
カ
ー
ニ
バ
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

セ
ン
タ
ー
の
お
ま
つ
り
を
お
手
伝
い

し
て
く
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す

。

日
程
見
……一
月
3
1
日
鼎

内
容
=

通
所
者

介
護
・
バ
ザ
ー
な
ど

申
込
=

電
話

期
限
=
1
0
月
1
5
日

申
・
問
先
=

西
部

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

心
身
障
害
者
(
児
)
体
育
祭

こ
の
体
育
祭
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
障
害
者
の
社
会
参
加
と
、
障
害
者
へ

の
理
解
を
得
る
た
め
毎
年
実
施
し
、
今

年
で
2
6回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
当
日
、

飛
び
入
り
参
加
が
で
き
る
種
目
や
障
害

の
あ
る
方
と
な
い
方
が
一
緒
に
楽
し
む

競
技
も
あ
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
=
1
0

月
9
日
出
、
午
前
9
時

※
雨
天

の
場
合
は
1
0日

場
所
=
第
四
中
学
校

問
先
=
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

障
害
別
福
祉
相
談

障
罟
に
か
か
わ
る
生
活
経
験
を
持

ち
、都
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
相
談
員
が
、

障
害
の
あ
る
方
の
生
活
上
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

曰
時
等
=
▽
肢
体
不
自
由
者
関
係
…
1
0

月
1
2日
㈹
、
午
後
1
時
～
3
時

▽
聴

覚
障
罟
者
関
係
・
:毎
週
水
曜
日
、
午
後
1

時
～
4
時

場
所
a
竹
の
塚
障
害
福

祉
館

問
先
―
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー

　
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

高齢者在宅サービスセンター・在宅介護支援センター
10月の家族介護者教室のご案内

鮮
明
な
テ
レ
ビ
画
像
を
提
供

受
信
障
害
対
策
(原
因
者
負
担
制
度
)

区
内
で
は
、
中
高
層
建
築
物
等
の
影

響
に
よ
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
受
信

障
害
が
広
範
囲
に
わ
た
り
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
根
本
的
に
解
消
す
る
た

め
に
、都
市
型
C
A
T
V
(
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
)
を
利
用
し
て
各
家
庭
に
鮮
明
な

テ
レ
ビ
画
像
を
提
供
す
る
受
信
障
笘
対

策
(
原
因
者
負
担
)
制
度
が
あ
り
ま
す
。

□
受
信
障
害
対
策
制
度
と
は

テ
レ
ビ
電
波
に
影
響
を
及
ぽ
す
一
定

規
模
以
上
の
建
物
等
の
建
築
主
の
協
力

を
得
て
、都
市
型
C
A
T
V

を
活
用
し
、

発
生
す
る
受
信
障
害
を
解
消
し
よ
う
と

す
る
制
度
で
す
。

□
中
高
層
建
築
物
等
の
建
築
主
の
負
担

「
足
立
区
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
受

信
障
害
の
解
消
に
関
す
る
条
例
」
に
基

づ
き
、
受
信
障
害
の
原
因
と
な
る
中
高

駲
建
築
物
等
の
建
築
主
は
、
廸
築
確
認

申
請
時
に
区
と
事
前
協
議
の
う
え
建
築

物
の
規
模
に
応
じ
て
、
必
要
な
経
費
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。
実
際
の

対
策
は

、
諾
ま
ち
づ
く
り
公
社
が

、
受

信
障
害
対
策
を
講
じ
る
建
築
主
か
ら
の

委
託
を
受
け
て

、
負
担
金
の
算
出
・
施

行
な
ど
を
行
い
ま
す
。C
A
T
V

施
設

の
整
備
や
放
送
サ
ー
ビ
ス
は

、
区
の
第
3

セ
ク
タ
ー
の
㈱
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
足

立
が
行
い
ま
す

。
両
方
と
も
区
が
指
定

し
た
機
関
で
す

。
な
お

、
新
た
に
建
設

さ
れ
る
も
の
だ
け
で
は
な
く

、
既
存
の

建
築
物
等
に
お
い
て
も

、
ケ
ー
ブ
ル
の

張
り
替
え
お
よ
び
共
同
受
信
施
設
の
更

新
時
に
こ
の
制
度
は
活
用
で
き
ま
す

。

□
今
回
整
備
さ
れ
る
地
域

受
信
障
害
対
策
制
度
は
活
用
す
る
都

市
型
C
A
T
V

の
整
備
に
あ
わ
せ

、5

年
間
で
順
次
地
域
を
広
げ
て
い
き
ま
す

。

こ

の
制
度
で
現
在
整
備
さ
れ
て
い
る

地
域
は
第
1

期
か
ら
第
3

期
地
区
で
す

が

、1
9一月
ま
で
に
第
4

期
地
区
を
整
備

し
ま
す
(

表
3
)

。

□
区
の
制
度
を
利
用
し
て
更
新
す
る
建

築
主
等
へ
の
助
成

テ
レ
ビ
電
波
共
同
受
信
施
設
の
更
新

・
維
持
管
理
等
を
区
の
受
信
障
害
対
策

制
度
を
利
用
し
て
実
施
す
る
建
築
主
等

へ
は
次
の
よ
う
な
助
成
制
度
が
あ
り
ま

す
。

対
象
=
都
市
計
画
事
業
に
協
力

し
た
方
/
区
の
亊
業
に
協
力
し
た
方
/

そ
の
他
の
公
供
事
業
に
協
力
し
た
方
な

ど

助
成
金
額
=
区
の
受
信
障
害
対
策

制
度
の
負
担
金
の
1
6分
の
1
～
2
分
の
I
(

そ
れ
ぞ
れ
隕
度
額
有
り
)
※
官
公

庁
等
は
対
象
外

申
・
問
先
…
嬲
ま
ち

づ
く
り
公
社

(
3
8
8
0
)
5
7
1
0
(
直
通
)

ま
た
は
環
境
課
電
波
障
害
対
策
担
当

都
市
型
C
A
T
V

受
信
可
能
地
域

1
2月
か
ら
第
4
期
地
区
も

放
送
開
始

第
3

セ
ク
タ
ー
の
㈱
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
足
立
で
は

、
第
4

期
地
区
(

表
3
)

で
の
放
送
閧
始
を
1
9一
月
か
ら
予
定
し
て

い
ま
す
。
申
し
込
み
は

、
区
内
の
電
器

店
ま
た
は
ヶ
I
ブ
ル
テ
レ
ビ
足
立
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
大
型
共
聴
施
設

等
に
よ
り
電
肢
障
害
対
策
済
み
の
地
域

で
は
、
一
部
加
入
で
き
な
い
地
域
が
あ

り
ま
す

申
先
―
㈱
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

足
立

　
(
5
6
8
0
)
8
0
8
0

問
先
=
企
画
課

表3　 都市型CATV( ケ ーブ ルテレビ) 整備計画

※ 上記地区以 外は開局済み
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健康カレン
ダー
1
0
月
の
予
定 消

化
器
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診
に
従
来
か
ら
の
X

線
撮

影
に
加
え

、
血
液
(
血
清
ペ
プ
シ
ノ
ゲ

ン
法
)
に
よ
る
検
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
検
査
は
採
血
量
が
少
量
で
す
み

、

妊
娠
中
も
し
く
は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ

る
方
、
バ
リ
ウ
ム
の
服
用
が
苦
手
な
方

で
も
気
軽
に
受
診
で
き
ま
す

。

日
程
=

表
4

対
象
=
3
5
歳
以
上
の
区
民

※
胃
を
切
除
し
た
方

、
胃
の
訶
気
で
治

療
中
の
方
は
除
く

内
容
=
の
X

線
撮

影
に
よ
る
胃
が
ん
検
診
と
検
便
に
よ
る

大
腸
が
ん
検
診

②
血
液
検
査
(
血
清

ペ
ブ
シ
ノ
ゲ
ン
法
)
に
よ
る
胃
が
ん
検

診
と
検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診
(
い

ず
れ
か
一
方
の
申
し
込
み

、
妊
娠
中
の

方
は
②
の
み
可
)

申
込
=
(

ガ
キ
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日

、
年
齢
、
性
別

、
電
話
番
号
、

検
診
日

、
受
診
場
所
を
第
3

希
望
ま
で

を
明
記

。
後
日

、
受
診
票
と
案
内
を
送

付
し
ま
す

期
限
=
受
診
希
望
月
の
前

月
一
心
日
消
印
有
効
。
受
診
票
の
送
付
は

前
月
末
日
(
1
1
月
を
希
望
す
る
場
合

、1
0

月
1
5
日
消
印
有
効

、
受
診
票
の
送
付

は
1
0
月
末
日
)

※
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は

、
受
診
日
が
遅
く
な
っ
た
り

、

受
診
場
所
が
他
の
保
健
所
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

②
血
屐
検
査
は
中
央
本

町
保
健
相
談
所
が
、
比
較
的
早
く
受
診

で
き
ま
す

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

診
療
放
射
線

〒
1
2
1・0
8
2
2

西
竹

の
筱
2
-
1
2
-
8

(
3
8
5
5
)
4
1
5
6
(
直
通
)

表4　 消化器がん検診日程
( 1) X線撮影+検便

( 2) 血液検査+検便

講
演
会

胃
の
病
気
と

術
後
の
生
活

日
時
儿
…一月
2
7日
廁
、
午
後
3
時
～
5

時

場
所
=
教
育
研
究
所

対
象
=
胃

を
切
つ
た
後
、
生
活
が
不
便
に
な
っ
た

り
、
訶
気
の
経
過
等
で
悩
ん
で
い
る
方

と
そ
の
冢
族
/
胃
の
調
子
の
悪
い
方

内
容
=
胃
を
切
つ
た
後
の
経
過
と
生
活

の
過
ご
し
方

講
師
=
北
村
正
次
氏
(

都
立
墨
東
訶
院
副
院
長
)

定
員
=
1
0
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
9
月
2
7日

か
ら
電
話

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

保
健
指
導
第
丁

二
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

精
神
保
健
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座

日
程
等
―
表
5

対
象
=
講
座
終
了

後
、
実
際
に
活
動
を
始
め
よ
う
と
思
っ

て
ぃ
る
方

定
員
よ
一一
人
(

抽
選
)

費
用
=

無
料

申
込
=
(

ガ
キ
に

住

所

、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢

、
性
別
、

電
話
、
職
業
、
所
属
団
体
、
参
加
勳
機
、

「
精
神
保
健
福
祉
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

参
加
希
望

」
と
明
記

期
限
=
1
0
月
5

日
必
着

申
・
問
先
=

地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー

〒
1
2
1・
0
8
1
3

竹
の
塚
6
-
1
8
-
1
2

(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

表5　 精神保健福祉ボランティア体験講座日程

女
性
の
た
め
の

健
康
づ
く
り

「
成
人
病
と

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
」

日
時
=
マ
検
査
・・・
1
0月
2
7
日
廁
、
午
前
9

時
～
扣
時

▽
結
果
に
よ
る
指
導
・

予
防
学
習
・・・
1
1月
1
0日
澎
、
午
前
1
0
時

～
1
1
時

対
象
=
1
8
歳
～
3
9
歳
ま
で
の

女
性

内
容
=

骨
測
定
・
体
脂
肪
・
血

圧
測
定
、
尿

・
血
液
検
査
(
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
・
貧
血
)

な
ど

費
用
=
無
料

定
員
=
4
0
人
(

抽
選
)

申
込
=

往
復
ハ
ガ
キ
に
庄
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
儿

…一

月
1

日
必
着

場
・
申
・
問
先
=
足
立

保
健
所
成
人
保
健
係

〒
1
2
1・
0
8
2
2

西
竹
の
獗
2
-
1
2
-
8

(
3
8
5
5
)
4
1
5
2
(

直
通
)

10月 の献血
皆さん のご 協力をお待ちしていま す

高
脂
血
症
予
防
教
室

日
時
瓦
…一
月
8

日
溜

方
一
日
嵐
、
い
ず

れ
も
午
後
1

時
3
0分
～
3

時
3
0分
(
2

日
制
)

内
容
=
▽
1

日
目
…
高
脂
血

症
っ
て
な
あ
に
/

自
分
の
血
管
の
様
子

を
知
ろ
う

▽
2
日
目
・・・
高
脂
血
症
の

た
め
の
食
事
/

楽
し
く
溷
勣
!

血
管

ス
リ
ム

対
象
H
匪
診
等
で
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル

、
中
性
脂
肪
が
高
か
っ
た
方

定
員
=
4
0
人
(

先
着
順
)

費
用
=

無

料

申
込
=
9

月
2
7日
か
ら
電
話

場

・
申
・
問
先
=

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

神
経
難
病
の

検
診
と
相
談

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
氏
訶
、
せ
き
髄
小
脳

変
性
痙
、
多
発
性
せ
き
髄
硬
化
症
、
進

行
性
筋
萎
縮
酲
、
筋
無
力
症
な
ど
、
神

経
難
訶
の
方
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
昃

病
の
疑
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
専
門

医
が
診
察
と
相
談
を
行
い
ま
す
。
例
え

ぱ
、
身
体
の
し
び
れ
、
脱
力
、
痛
み
、

首
や
手
足
の
ふ
る
え
、
言
語
や
視
力
の

障
害
な
ど
自
覚
症
状
の
あ
る
方
な
ど
で

す
。
た
だ
し
、
脳
卒
中
後
遺
症
の
方
は

除
き
ま
す
。

日
時
儿
…一
月
2
4日
沺
、

午
前
9
時
～
午
後
1
時

場
所
=
足
立

保
健
所

定
員
=
5
0人
(
抽
選
)

費

用
=
無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、

屁
状
、「
難
訶
検
診
」希
望
と
明
記

期

限
=
1
0月
1
4日
必
着

申
先
=
足
立
区

医
師
会

〒
1
2
0・0
0
3
6

千
住
仲
町
1
4
1
4

問
先
=
足
立
区
医
師
会

(
3
8
8
1
)
9
8
6
1

ま
た
は
区
・
地
域
保
健
計
画
推
進

住
居
衛
生
講
演
会

ネ
ズ
ミ
か
ら

家
を
守
ろ
う

日
時
見
…一
月
2
8日
陶
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勣
・
在
学
の
方

定

員
=
5
0人
(
先
軈
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
9
月
2
7日
よ
り
電
話

申
・
問

先
=
足
立
保
健
所
環
境
衛
生
係

(
3
8
5
5
)
0
4
0
9
(
直
通
)

千
住
保
健
所
環
境
衛
生
係

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

両
親
学
級

赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
に

日
時
=
1
0月
1
5日
啝

午
後
1
時
3
0分

～
4
時

対
象
=
妊
娠
5
ヵ
月
以
降
の

方
と
そ
の
配
偶
者

内
容
=
父
親
、
母

親
に
な
る
準
備
/
出
産
と
子
育
て
体
験

談
/
パ
パ
の
も
く
浴
体
験

定
員
よ
J

人
(
先
着
順
)

申
叺一
1
9
月
2
7日
か

ら
電
話

場
・
申
・
問
=
千
住
保
健
所

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

1
歳
児
子
育
て
教
室

日
時
瓦
…一
月
4
日
卯
、
午
前
1
0時
3
0分

～
正
午

場
所
=
東
和
セ
ン
タ
ー

内

容
=
子
育
て
の
ブ
ロ
が
教
え
る
子
育
て

の
コ
ツ
～
ほ
め
方
、
し
か
り
方
、
遊
び

方
～

講
師
―
藤
谷
幸
江
氏
(
元
公
立

保
育
園
園
長
)

対
象
=
東
和
保
健
相

談
所
管
内
在
住
の
1
歳
半
～
2
歳
児
を

も
つ
親
と
子

定
員
=
3
0組
(
先
籥
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
9
月
2
7日
か
ら

電
話

申
・
問
先
=
東
和
保
健
相
談
所

　
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

食
生
活
講
演
会

食
べ
物
情
報

ど
こ
ま
で
ホ
ン
ト
?

～
赤
ワ
イ
ン
・
お
茶
に
注
目
～

日
時
見
…一
月
2
日
㈹
、
午
後
1

時
3
0
分

～
3

時
3
0
分

場
所
=

東
和
セ
ン
タ
ー

講
師
=
藤
井
仁
乃
氏
(

都
立
公
衆
衛
生

看
謾
専
門
学
校
講
師
)

定
員
=
5
0
人
(

先
着
順
)

費
用
=

無
料

申
込
=
9

月
2
7
日
か
ら
電
話

申
・
問
先
=

東
和

保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

住区健康フェスティバル
まちも元気、わたしも元気

パネル展示や計測、健康相談、血屐・尿検査な
どを行います。この機会に、自分の健康状態を
知り、生活環境を見直してみませんか。 日程
等= 表6 費用一無料 申込= 当日直接会場ヘ

表6　 住区健康フェスティバル10月の日程

※ いずれも時間は、 午後1 時～3 時

◎ マムシにご注意! 8 月14日・15日の荒川の洪水により、上流から流されてきたと思われるマムシが江東区、葛飾区 等の荒川河川敷で発見されています。
マムシは湿地を好む毒ヘビですので、特に水際の草やぶでは注 意してください。　問先= 河川緑地係　　3880- 5111 ㈹
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福
祉の
す
がた
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

足
立
区
の
福
祉
を

い
っ
し
ょ
に
お
考
え

い
た
だ
く
た
め
に

足
立
区
は
、
産
業
都
市
で
あ
る
と
と
も
に
、
福
祉
都
市
で
も
あ
り
ま
す
。
福
祉

の
す
べ
て
の
分
野
で
東
京
2
3
区
最
大
の
I
-
-
ズ
を
抱
え
、
区
は
懸
命
に
こ
た
え
て

き
ま
し
た
。

今
後
、
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
な
ど
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
限
り
あ

る
資
源
を
緊
急
性
・
必
要
性
の
高
い
施
策
に
重
点
的
に
配
分
し
て
い
く
と
と
も
に
、

将
来
を
見
据
え
た
新
た
な
福
祉
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
か
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
国
に
お
い
て
も
、
現
在
、「
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
」か
検

討
さ
れ
、
来
年
度
か
ら
は
介
護
保
険
制
度
か
導
入
さ
れ
ま
す
。

足
立
区
は
、
福
祉
施
策
の
新
た
な
展
開
に
あ
た
り
、
区
民
の
皆
様
に
ご
自
身
の

問
題
と
し
て
お
考
え
い
た
だ
き
、
議
論
し
、
施
策
と
そ
の
水
準
を
選
択
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
討
論
素
材
(
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
)
と
し
て
、「
足
立
区
の
福
祉
施
策

を
考
え
る
-
I
I

福
祉
の
す
か
た
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
I
」を
作
成
し
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

少
子
高
齢
化

生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
數
が
飯
少

し

、
高
齢
者
人
口
が
増
加
す
る

「
少
子

高
齢
化
」が
急
速
に
進
行
し
て
い
ま
す

。

女
性
の

社
会
番
加
の
進
展
や
振
家
袁
化

の
進
行

な
ど
と
と
も
に

、
家
庭
だ
け
で

は
子
育
て
や
介
護
を
す
る
こ
と
が
ま
す

ま
す
困
難
な
社
会
環
境
と
な
っ
て
い
ま

す

。

亜
子
ど
も
の
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
・

平
均
寿
命
が
伸
び
続
け
て
い
ま

す

東
京
都
の

合
肝
特
殊
出
生
率
は
低
下

を
続
け

、
平
成
9
年
に
1

・
伍
9
と
な

り

。
全
国
で
最
も
ま
い
饂
と
な
っ
て
い

ま
す

。
ま
た

、
出
生
歓
も
少
な
い
傾
向

が
続
い
て
い
ま

す
。

半
世
紀
前
に
は

「
人
生
5
0
年
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
が

、
今
日
で
は
『
人

生
即
年
』
と
言

わ
れ
て
い
ま
す

。ま
た

、6
5

歳
時
の
平
均

余
命
も
伸
び
続
け
て
お

り

、
高
齢
期
が
さ
ら
に
長
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す

。

・
少
子
高
齢
化
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
衰

退
が
遠
ん
で
い
ま
す

高
齢
者
(
6
5
歳
以
上
)

の
割
合
は
、

H
年
7
月
1
日
現
在
、
M
・
3
5
%
、
区

民
の
天
に
I
人
と
な
っ
て
い
李
歹
。

平
成
2
1
年
に
は
、
区
民
の
叉
に
1
人

は
高
齢
者
に
な
る
と
予
測
さ
れ
零
y
。

若
年
者
(
0
1
1
4
歳
)
の
人

口
と
創
合

は
雌
少
し
厩
け
て
い
ま
す
が
、
0
1
4

歳
の
幼

年
人
口
は
、横
ば
い
状
態
で
す
。

1
5
～
1
9
鎭
は
減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
幼
年
者
を
含
む
世
帯
は
一
定
の

水
準
奩
`
持
し
て
い
ま
す
が
、
小
学
生

か
ら
高
筏
生
(
～
1
9
歳
)
夲
莟
む
、
い

わ
ゆ
る
「
フ
ァ
ミ
リ

ー
層
」
が
減
芒

て
い
李
歹
。

年齢別人口( 詳細) の推移( 足立区)

□ 高 齢 者の 多 く は 元気 で す

S ㎜( 伍・N 上) のf 配1碵) 人

が、 日 常生 晒 はl i とん ど 自 分 でで

きまg 。・ 平成11 年3 月 足 立 区 高S

曹司 実 態 喟査 糎 色 魯よ り

□ 介 膜 を 貉妻 と す る 鳥齢 毒 か増 加

し ま す
高 冊 者 人口 の 増 加 に 伴っ て、 受

介 護高 齢 者や 蜀|まう 性 高齢 者 の 数

は増 加 し ま 覃。崇旻 介 簾 高齢 者( a

たき り 専 の鳥 齢き と 比 取的 重い 障

書の あ る 高 冊 者)

高
齢
者
福
祉

・

高
齢
者
福
祉
事
業
の
予
算
状
況

1
1
年
度
の
高
齢
者
福
祉
事
業
の
予
算

別
台
は
。
介
護
の
藁
屋
塵
備
事
業
の
経

費
が
相
対
的
に
少
な
い
状
況
で
す
。
介

踝
費
用
の
抑
制
の
た
め
に
は
、
元
気
な

高
齢
者
濫
`
や
す
取
口
組
み
が
、
今
後
、

ま
す
零
苳

翦

祗

な
り

巫
J

。

・

サ
ー
ビ
ス
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い

ま
せ
ん

「
在
宅
」
と
「
施
設
」
の
要
支
援
高

齢
者
に
か
か
る
費
用
の
削
合
は
、
杤
対

口
で
す
。
利
用
者
歡
は
a
対
1

で
「
在

宅
」
の
方
が
多
数
で
す
。
し
た
が
っ
て
1

人
あ
た
り
の
経
費
は
、「
施
般
」
に
比

べ
「
在
宅
」
の

方
が
大
輔
に
少
な
い
状

況
で
す
、

・

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
人
は

ま
だ
ま
だ
少
な
い

状
況
で
す

1
0
月
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険
の
脣
介

寢
認
定
で
は
、
1
万
千
人
が
I
認
定
さ
れ
、

そ
の
う
5
9
千
人
が
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を

儖
y
見
込
み
で
す
。

事業別予算割合( 平成11年度予算)

1 人あ た りの 年 間 経費

介友 を必要と す る高 齢者は 、元気 な

高 齢者 に比べ 、36倍もの 経費 がか力り
ま す。
1) 兀 気高齢 者支 援総 経賢( 老人クフ

ブ ージ ルバ ー人材 センタ ー・ 生き がい
奨 励金・老 人館 の遷曾 経費) 、 妥支 援高

齢 者愈 策皿経 費( 雇宅 サービ ス事 輿・
給 付事 業・介 ● の 萋盤 整傭 ・廠設・ 曾

事 東) を各 々の 人数で 除し たも ので覃。2)
平 成毋 年の実 廠● 嗇に墨 づき、 兀

気高齢 者と 要支援 高齢 者の 高齢出 萄査

は12対88とし て 肝算し たもの で覃。

在宅サービス利用者数( 実数) 平成10年度

福
祉
予
算

一

足
立
区
の
福
祉
予
算

足

立
区
の
福
祉
予
算
は
、
厳
し
い
財

政
状
況
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
年
々
増
え

て
い
ま

す
。
2

年
廣
か
ら
H

年
度
に
か

け
て

、
1
.
5倍
。
聊
億
円
増
加
し
て

い
ま

す
。

一
般
会
計
全
体
に
対

す
る

民
生
費
(

国
民
年
金
費
含
む
)
の
比
率
は
、
5

年
度
か
ら

増
え
続
け
、
1
1
年
度
に
は
4
0
%

に
遣
し
ま
し
た
。

』
民
生
費
の
財
源

財
源
の
う
ち
。
国
や
都
か
ら
の
楠
助

金
は
約
3

割
で
す
。
区
税
な
ど
の
一
般

財
源
は
約
5
創
、
利
用
者
負
担
な
ど
が

約
2

割
と

な
っ
て

い
ま
す
。

足立区一般会計の推移

児
童
福
祉

亜
保
育
園
の
待
機
児
皿
が
増
え
て
い
ま

す
保
育
園
へ
の
入
園
申
込
数
は

、
女
性

の
紅
会
進
出
や
経
済
状
況
の

変
化
に
よ

り
増
え
ま
し
た
。
加
え
て
、
区
内
で
は

郡
営
住
宅
の
礎
般
や
保
育
料
が
安
い
こ

と
も
あ
り
、
子
育
て
世
代
の
転
入
に
よ

り
申
込
数
が
増
え
て
い
ま
す
。
結
果
と

し
て
入
り
き
れ
な
か
っ
た
児
童
が
待
機

児
と
し
て
入
園
待
ち
を
し
て

い
ま
す
。

柬
1
1年
4

月
の
待
磯
児
童
奴
8
8
9人

圏
保
育

菌
運
倉
に
か

か
わ
る
鰹
費
の

負

担
経
費
は
国
基
皿
の

保
齊
菌
運
倉
経
貫

だ
け
で
は
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
保

膏
の
質
を
高
め
る
こ
と
や
保
霞
者
の

負

番
を
低

減
す
る
た
め

、
区
は
保
育
経
賢

の
上
乗
せ
負
廻
を
し
て
い
ま
す
。

○
保
宵
園
経
費
に
占
め
る
区
の
負
廻
率
　

賢
夸
高
砂
心
経
費
5
4
・
5
%
十
保
育

料
を
軽
減
1
4
・
1
%
十
法
定
負
担
5
.
7
%

1
7
4・
3
%

・

保
育
料
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
保

育
経
費
は
増
加
し
て
い
ま
す

保
育
料
は
昭
和
5
9
年
4
月
か
ら
1
5
年

閧
改
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
近
年

の
経
済
状
態
な
ど
に
よ
り
保
護
者
の
方

か
ら
い
た
だ
く
保
育
科
の

平
勾
額
が
毎

年
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
で
保

育
園
の
運
営
に
必
要
な
経
費
は
優
年
舊

実
に
上
が
る
た
め
、
こ
の

差
は
さ
ら
に

聞
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

保育園児童数と待機児童数

年 齢別 保育 経 費( 児 童1 人 あ たり 月 額) 平成9年度

児 童1 人 あ た り の保 育 料( 月 額)

9 年 度12, 3331 円 句 年 度12, 2381 円

児 竃1 人 あ た り の保 育 経・( 月 額)
9 年 度138, 6001 円10 年 度143, 1791 円

足 立 区 の公 立 保 育 園で 児・1 人 を 保 斉 覃

る た め に 必受 な 経 費 で す。 年 齢の 琶 い 児 童

ほど 人 手 を 必要 と し てい る な どの 理由 に よ

り, 費 用 が かか り ま 覃。

低所得者福祉
● 生活保護世帯の著しい増加
生活保護世帯の増加は。東京・大阪などの大都
市部で顕著に表れています。区ではU 年4 月1 日
現在、1, 0〔X〕人中17. 4人が生活保護を受けています。
生活保護受給世帯のおよそ3 分のl か、高齢者の
ひとりぐらしです。

冫 生活保護世帯数は平成4 年から6 年間で、およ
そ1. 5倍になりました。
平成4 年に比べて平成10 年は、福祉事務所での

生活保霞関連の相献が倍増しています。
※ 10年度の生活保護費は、およそ220億円。民生費

の28% 、一般会計の11% を占めています。

生活保護受給者の世帯類型別内訳

生活保護開始理由別内訳

生活保護廃止理由別内訳 障
害
者
福
祉

S
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
高
ま
っ
て

い
ま
す

障
害
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パー
派
皿
は
、

平
成
元
年
か
ら
1
0
年
間
で
世
帯
敵
は
約

3
-
6
倍
、
派
遣
時
間
は
杓
4
.
8
倍
に
伸
び
て

い
ま
す
。

身体障害者手帳所持者( 17, 300人)

聨改 回 曹 者手 傾 所 持 壱の う ち 、41良 以 上 か87% 、
65瘋以 上 は48% をC5 め てい 豕覃 。

入所施設の所在地
( ( ) 内は入所者数)

梟 沂 な 覿最 で の 入所 施 設 の 整備 が 遅 れて ぃ まl 、
( 障 霤 者の 入 所 施 設の 整 傭 は 都の 責 任 です す めら れ てい ま すO)

入 所 施 設 の 運 営 費( 1 人 あ た り 月 額) 平成9 年

都 立 入所 施 設 の 遭曾 費 の 例 で す。

入所施設待機者数

サ
ー
ビ
ス
拡
大
を
図
る
た
め
に
は

○
行
政
の
内
郎
男
力
が
必
要
で
す

サ
ー
ビ
ス
拡
大
の

財
源
礎
保
の
た
め

に
は
、
職
員
定
数
の

削
減
や
事
筋
奉
奠

の
見
直
し

な
ど
の

行
政
改
革
を
推
進

し
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

@
民
間
の
協
力
が
必
妥
で
す

民
間
に
任
せ
ら
れ
る

仕
事
は
民
間
に

任
せ
る
と
と
も
に
、
官
民
の
役
割
を
明

確
に
し
て
、
積
極
的
な
民
間
活
力
の
活

用
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
層
用
の
拡
大
や
景
気
の
回
復
に

も
貫
献
し
ま
す

。

@
サ
ー
ビ
ス
の
水
孝
と
負
担
は
連
助
し

ま
す郡

の
鯛
査
に
よ
K
W
'

半
数
の
方
が

禰
祉
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
の
た
め
に

は
、「
負
廻
耄
は

や
む
を

碍
な
い

」、「
利

用
者
負
扣
召
し

、
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た

よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
夲
提

供
す
べ
き
」

と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
(
東
京

都
福
祉
局

「
平
成
8
年
度
社
疂

福
祉
基

礎
調
査
」
、対
象
1
都
内
居
庄
?

万
世

帯
の
う

石
、
禹
∽

歳
以
上
の
世
帯
貝
)
。

介
慶
保
険
の
保
険
料
は

、
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
こ

れ

は
、
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
と
負
担
が
連
勳

し
て
い

る
た
め
で
す
。
サ

ー
ビ
ス
の

拡

大
を
図
る
た
め
に
は

、
サ

ー
ビ
ス
の
内

容
に
見
合
っ
た
負
担
(
負
担
の
適
正
化
)

か
必
要
で
す

。

「足立区の福祉施策を考える―Ⅰ
―福祉のすがたをお知らせします―」は
区政情報室、区内の図書館、福祉事務所
で閲覧できます。

お問い合 わせは

福祉 管 理課 へ

3880- 5111 ㈹

健康あ・ら・かると
高齢社会は

知恵がいっぱい

少
孑
高
齢
化
の
時
代

を
迎
え

、「
大
変
だ
≒
困

っ
た
」
と
鴦
え
ら
れ
が

ち
で

歹
が
ぶ
当
で
し
ょ

う
か

。

保
健
婦
は
お
宅
を
肪
問

す
る
た
び

に

、
高
齢
者
の
方
か
ら
た
ぐ
戻
入

の
知

廖
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
地
域
で
声

聚

攅
け
合
っ
た
り

、
地
箏
と
か
か
わ
り

合
い
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と

が
健
康
つ
く

り
に
役
立
っ
て
い
ま
す

。

・

新
生
児

訪
周
に
行
っ
た
A
さ
ん
宅
　
A

さ
ん
の
家
で
赤
ち

ゃ
ん
が
生
ま
れ

た
の
で
肪
問
す
る
と

、7
4歳
の
お
ぱ
あ

さ
ん
か
脳
馴

刪

霜

も
の
薬
螽

ん
で
い
ま
し
た

。
お
じ
い
さ
ん
が
介
霞

の
中
心
で

、
い
ろ
い
ろ
工
夫
を
重
ね
て

い
ま
す
。
例
え
ば

、
い
ら
な
く
な
っ
た

写
真
を
口
の
輜
に
折
っ
て

、
か
わ
い
い

ち
り
取
り
の
形
に
作
り
上
手
に
飲
ま
せ

て
い
ま
し
た

。
ま
た

、
車
い
す
を
押
し

て

商
店
街
に
行
く
と

、
介
護
談
義
で
地

紙
の
人
と
の
交
流
が
生
ま
れ
ま
す

。

・

夾
を
亡
く
し
I

人
事
り
し
の
B

さ
ん

介
護
し
て
い
た
夫
が
亡
く
な
り
大
変

な
思
い
を
乗
り
越
え
て

き
た
B

さ
ん

。

し
ば
ら
く
し
て
訪
問
す
る
と

、「
近
所
で

も
心
配
し
て
く
れ
る
の
で

。
毎
朝

、
外

の
値
木
に
水
を
や
る
の

を
日
課
に
し
て

い
ま
す
。
私
の
姿
を
近
所
の
人
か
見
か

け
て

く
れ
て
『
元
気
で

す
』
の
サ
イ
ン

に
な
る
の
で
」
と

、
に
こ
や
か
に
略
し

て
い
ま
し
た

。

一

膝
が
悪
く
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
C
さ

ん
手
芸
が
得
意
な
C

さ
ん
は

、
自
宅
で

近
所
の
若
い
マ
マ
さ
ん
に
叡
え
て
い
ま

す

。
そ
れ
が
縁
で
必
要
な
買
い
物
を
し

て

く
れ
助
か
っ
て
い
る
そ
う
で
す

。
近

所
の
向
気
な
い
支
え

合
い

が
素
敵
で

す

。

・
D

地

城
の
老
人
ク
ラ

ブ
の
会
食
会
　

女
性
も
男
性
も
自
宅
か
ら
包
丁
持
参

で

、贋
理
に
と
り
か
か
り
ま
す

。若
者
顔

負
け
の
手
際
の
良
さ
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

も
抜
群
。
荒
波
を
生
き
抜
い
て
来
た
如

恵
と
柔
軟
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

○
保
健
婦
は
地
域
を
受
け
持
ち
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
健
簟
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
下
町
の

良

さ
が
発
揮
さ
れ
、
高
齢
者
の
知
恵
を
い

っ
ぱ
い

生
か
し
た
い
で

す
ね
。

A
保
鑠
所
・
保
健
相
談
所
保
健
婦
V

介
護
保
険
(
要
介
護
認
定
)の
申
請
受
付
が

1
0月
1
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
介
躑
否
必
要

と
y
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
介
護
を
社
会
全
体
で
支
・
1
9
た
め
に

始
ま
る
の
が
介
霞
保
険
制
度
で
'
y
。
介

護
保
険
の
サ

ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
た
め

に
は

、
要
介
護
認
定
(

サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
認
定
)
の
申
謫

を
行
い

、
要

支
援
(

日
常
生
活
に
支
援

が
必
要
な
状
態
)
ま
た
は

、要
介
護
(
日

篇
生
活
に
介
護
が
必
要
な
状
態
)
の
記

定
を
受
け
る
必
要
か
あ
り
宋
す
。

・

申
冊
で
き
る
万

▽
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
な
ど
で
介
護
や

日

常
生
活
の
支
樋
を
必
要
と

す
る
6
5
歳

以
上
の
方

▽
初
老
期
の

痴
ほ
う

、
脳
血
管
皿
害
な

ど
老
化
に
伴
う
訶
気
に
よ
っ
て
介
護
や

日
常
生
活
の

支
援
を
必
要
と

す
る
4
0
歳
1
6
5

筬
禾
満
の
方
(

年
齢
は
1
2
年
4

月
1

日
現
在
)

※
現
在

、
福
祉
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
る
方
に
は
個
別
に
通
知
し
て
あ

り
ま
す

・

申
冊
に
必
要
な
も
の

▽
薺
介
護
認
定
申
請
S
(

受
付
窓
口
に

あ
り
ま
す
)

▽
介
護
保
険
被
保
険
者
証
(
1
2
年
2
月

ご
ろ
に
交
付
し
ま
す
の
で

、
そ
れ
ま
で

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
)

▽
老
人
医
東
証
(
給
付
関
連
事
務
上
必

要
と
な
り
ま

す
)

※
認
定
に
は

主
冶
医
の
意
見
書
が
必
要

に
な
る
た
め

、
医
療
機
関
・
主
冶
医
の

氏
名
・
住
所
か
確
認
で
き
る
書
類
(

領

収
s
や
診
察
券
な
ど
)

を
お
持
ち
く
だ

さ
い

。
主
治
医
が
い
な
い
方
は
申
誚
時

に
こ
相
談
く
だ
さ
い

。

亟
申
崎
窓
口

▽
区
役
所
介
霞
保
険
課
・
各
福
祉
事
務
所

▽
最
寄
り
の

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

・
都
の
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
で

も
申
請
の
代
行
が
で
き
ま
す
。

※
区
役
所
内
の
基
幹
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
月
～
土
曜
日
の
午
後
8
時
ま
で

串
請
の
代
行
か
で
癶
汞

す
。
振
替
休
日

の
1
0
月
H
日

も
特
設
窓
口
を
開
痺
乖
チ

・
認

定
調
査

申
請
梭
に
、
区
職
員
も
し
く
は
区
が

委
託
し
た
多
業
渚
に
よ
る
認
定
飼
査
が

行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
本
人
の
負

廻
に
な
ら
な
い
よ
う

。
原
則
と
し
て
京

人
が
甲
請
書
を
提
出
し
た
事
業
者
な
ど

に
委
託
す
る
予
定
で
す
。

問
先
=

介
護
保
険
課

a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

行
政
改
革
と
公
社
等
改
革

～
1
0年
度
実
績
報
告
～

区
は

、
よ
り
効
率
的
な
行
財
政
運
営

の
た
め
。
足
立
区
行
政
改
革
大
綱
(

第

二
次
)
に
基
づ
く
行
政
改
革
を
、
8

年

度
か
ら
の
3

ヵ
年
計
画
で
進
め
て

き
ま

し
た
。
加
え
て
、
来
年
度
か
ら
の

地
方

分
権
や
都
区
制
度
改
革
を
見
据
え
、
本

年
2

月
に
行
政
改
革
大
綱
を
改
定
し
、

計
回
期
間
を
1
2
年
度
ま
で
に
改
め
て

、

さ
ら
な
る
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で

す
。

ま
た
、
行
政
改
革
の
取

り
組
み
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
公
社
等
の
見
直
し
」
を

計
画
的
に
進
め
る
た
め
、
公
社
等
改
革

実
施
計
回
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の

計
画
に
基
づ
き
、
よ
り
効
率
的
で
、
真

に
行
政
を
補
完
し
得
る
公
社
組
観
の
実

現
に
向
け
て
の
取
り
組
み
も
展
聞
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
度
。
1
0
年
度
の
行
政
改
革
と
公

社
等
改
革
の

成
果
か
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
そ
の

概
略
を
ご
報
告
し
ま
す
。

・

行
政
改
革
の
成
果

現
在
の
行
政
改
革
大
綱
に
は
、
「
事
務

事
業
の
見
直
し
」
や
「
時
代
に
即
応
し

た
組
喙
・
機
構
の
見
直
し
」
な
ど
の
6

つ
の
分
野
に
、
6
8
の
措
置
事
項
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
9
年
度
ま
で
に
1
9
の

措
置
事
項
が
取
り
組
み
完
了
と
な
っ
て

い
ま
し
た
か
、
1
0
年
度
中
に
新
た
に
S

の
措
置
事
項

が
取
り
組
み
完
了
と

な

り
、達
成
率
は
5
7
%
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
行
政
改
革
を
進
め
る
に
伴
い

生
じ
た

昨
年
慶
の
支
出
節
減
は
。
事
業

費
・
人

件
費
を
あ
わ
せ
て
6

億
4

千
瞋

万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。
8
年
度
か
ら

の
節
減
合
計
は
3
1
億
3
千

釼
万
円
余
と

な
っ
て
お

り
、
新
た
な
行

政
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
や
厩
存
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
充

実
な
ど
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す

。

な
お

、
職
員
定
数
の
適
正
化
に
つ
い

て
は

、8
年
度
の
職
桝
総
定
奴
(
4
千
剛

人
)

を
基
に
9
-
1
2
年
度
の
4

ヵ
年
で
6

・
5
气

知
人
を
削
減
す
る
目
標
が
行

政
改
革
大
綱
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す

。

1
0年
度
は
7
2人
の
暇
員
を
削
減
し

、9

年
度
か
ら
の
累
計
で
は

、
囚
人
の
定

数
削
莱
と
な
り
ま
し
た

。

来

年
度
に

は
都
区
制
度
改

革
に
よ

り

、
東
京
都
か
ら
清
掃
事
秘
を
は
じ
め

い
く
つ
か
の
事
務
が
移
管
さ
れ
て
き
ま

す
が

、
職
員
数
の
増
を
極
力
押
え
て
い

き
ま
す

。

・

公
社
等
改
革
の

成
果

公
社
等
改
革
実
施
計
画
は

、
公

社
の

効
率
化
や
活
性
化

を
目
的
に

、
公

社
自

身
が
取
り
組
む
改
革
の
指
針
と
し
て
策

定
さ
れ
ま
し
た

。

取
り
組
み
初
年
度
に
あ
た
る
1
0
年
度

の
虞
果
は

次
の
と
お
り
で
す

。

▽
公
社
の

統
廃
合

1
0年
4

月
1
日
付
け
で
あ
い

あ
い
公

社
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
硫
合
し

、1

公
社
削
減
に
よ
っ
て
公
社
粗
戦
の
効
率

化
を
実
現
し
ま
し
た

。

▽
公
社
人
材
登
録
制
度
の
創
般

公
社
に
関
す
る
求
職
や
求
人
の
情
報

の
一
元
管
理
を
目
指
す
も
の
で

す
。

各
公
社
で

求
め
ら
れ
る
人
材
が
異
な

る
な
ど
の

諜
題
も
あ
り
ま
す
が

、
さ
ら

に
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▽
公
社
情
報
公
開

規
程
の
整
備

開
か
れ
た
公
社
を
実
現
し

、
経
営
政

策
能
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は

、
崎

報
公
開
は
欠
か
せ
ま
せ
ん

。1
2
年
4
月

の

「
膺
輯
公
閲
規
程
」
施
行
を
目
途
に

塵

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

。

▽
公
社
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化

情
報
化
社
会
に
お
け
る
区
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
な
ど
の
た
め
、
公
社
間
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
・
双
方
向
化
の
機
能
の

確
立
を
目
指
す
も
の
で
す
。

現
在
建
設
中
の

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の

聞
設
(
1
2
年
度
)
に
あ
わ
せ
て
生
涯

学
習
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
が
図
ら

れ
ま
す

。

そ
の
他

、事
業
へ
の
区
民
参
回
推
進

、

施
設
管
理
の
コ

ス
ト
縮
減

。
非
常
勣
職

貝
へ
の
民
間
か
ら
の

積
極
的
採
用

な

ど

、
着
実
な
取
り
組
み
か

な
さ
れ
て
い

ま
す

。

問
先
―
企
画
課

昔
(
3
8
8
)
5
1
1
1

㈹
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催
し
物
ガ
イ
ド

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場

・

申

・

問

先

…

場

所

・

申

し

込

み

先

・

問

い

合

わ

せ

先

'
9
9
消
費
者
展

日
時
=
1
1一月
1
2日
啝

午
前
1
0時
～
午

後
4
時
/
1
3日
出
、
午
前
1
0時
～
午
後
2

時

テ
ー
マ
=
未
来
に
む
け
て

守

ろ
う

く
ら
し
と
環
境

内
容
=
消
費

者
団
体
・
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
/
公
共

企
業
コ
ー
ナ
ー
/
バ
ザ
ー
/
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
/
即
売
コ
ー
ナ
ー
/
お
も
ち

ゃ
の
訶
院
/
か
さ
修
理
な
ど

□
味
噌
づ
く
り
に
挑
戦

日
時
=
1
1
月
1
2
日
(
金
)
・
1
3
日
丗
の
ど
ち

ら
か
希
望
日
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0時
3
0

分
～
午
後
0
時
3
0分

対
象
=
区
内
在

住
・
在
動
・
在
学
の
方

定
員
=
各
日
3
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申

込
=
9
月
2
7日
か
ら
電
話

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
所
=
エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア

申
・
問
先
6

消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

□
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

日
時
=
1
1
一
月
1
2
日
(
金
)
、午
前
1
0
時
～
午

後
3

時
/
1
3
日
出
、
午
前
1
0時
～
午
後
2

時

場
所
=
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
4

階

ホ
ー
ル

募
集
区
画
=

各
日
1
5
区

画
(
2
m
x
2
m

、
抽
選
)

※
物
品
搬

入
用
の
車
の
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

費
用
=
1

区
画
5
0
0円

申
込
―
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
主

な
出
店
物
の
内
容
を
明
記
(
薬
品
、
食

料
品

、
勣
物
と
品
質
保
証
の
で
き
な
い

も
の
は
不
可
)

※
1

世
帯
1

通
の
み

期
限
儿
…一
月
3
0
曰
消
印
有
効

申
・
問

先
=

あ
だ
ち
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
事
務
局
(

あ
だ
ち
再
生
館
内
)

〒
1
2
0・
0
0
1
1

中
央
本
町
2
-
9
-
1

(
3
8
8
0
)
9
8
0
2

消
費
者
講
座
受
講
生
募
集

「
旬
の
さ
か
な
を
お
ろ
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

選
び
方
や
料
理
方
法
な
ど
、さ
か
な

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
ま

す
。※
料
理
実
習
あ
り
日
時
=
1
0
月

8
日
(
金
)
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

場
所
=
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア

対
象
=
区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

講
師
・

技
術
指
導
=
足
立
市
場
職
員
・
千
住
魚

が
し
普
及
委
員

定
員
=
4
0人
(
先
着

順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
9
月
2
7

日
か
ら
電
話

申
・
問
先
=
消
費
者
セ

ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

働
く
親
の
子
育
て
講
座
Ⅱ

第
2
回
「
子
ど
も
の
心
が
み
え
ま
す
か
」

親
と
子
ど
も
の
求
め
る
も
の
の
違
い

に
気
づ
き
、
も
う
一
度
我
が
子
を
見
つ

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
瓦
…一
月
8

日
啝

午
後
6
時
3
0分
～
8
時
3
0分

場
所
=
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

対
象
9
主
に

小
学
生
の
父
母
と
地
域
で
子
育
て
に
関

わ
っ
て
い
る
方

※
保
育
室
あ
り

講

師
=
青
木
悦
氏
(
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

卜
)

定
員
=
9
0人

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
住

区
推
進
課
学
童
保
育
係

郷
土
博
物
館
の
映
画
会

□
区
民
の
日
の
映
画
会

日
時
=
1
0
月
1
日
(
金
)
(
無
料
公
開
日
)
、

午
前
1
1時

内
容
厶

東
京
の
お
花
畑

」

ほ
か
(

各
1
5分
程
度

、
約
9
0
分
)

…
7
0

年
代
の
東
京
の
状
況
を
映
像
で
紹
介

□
第
2

土
曜
日
の
映
画
会

日
時
=
1
0
月
9

日
出
(

無
料
公
閧
日
)
、

午
前
一
1
1
一
時

内
容
=

「
オ
モ
チ
ャ
の
里

・
東
亰
」/

「
ゆ
か
た
の
伝
統
」
ほ
か
(

各
1
5
分
程
度
、
約
9
0
分
)
F
7
0

年
代

に
制
作
さ
れ
た
東
亰
の
地
場
産
業
・
伝

統
文
化
の
紹
介
映
像

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
・
問
先
=
郷
土
溥
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

秋

季

郷
土
芸

能
大

会

日
時
瓦
…一
月
1
7日
沺
、
午
前
H
時
閧
演

塲
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

内
容
=

し
し
舞
・
大
黒
舞
・
お
は
や
し
の
演
奏

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
=
翹
土
溥
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

珠
算
競
技
大
会
参
加
者
募
集

第
5
0
回
記
念
大
会

日
程
・
種
別
=
1
1
月
1
4日
即

▽
午
前

…
親
子
大
会
/
シ
ニ
ア
大
会
/

小
学
2

年
生
以
下
(

幼
児
も
可
)
/

小
学
3

・
4

年
生

▽
午
後
・・・
小
学
5
・
6

年
生
/

中
学
生
/

高
校
生
こ

般

場
所
=

区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=

区
内
在

住
・
在
動
・
在
学
の
方
(
親
子
大
会
は
、

小
・
中
学
生
と
親
ま
た
は
祖
父
母
。
シ

ニ
ア
大
会
は
、5
0歳
以
上
の
方
)

費

用
=
無
料

申
込
=
窓
口
で
申
込
用
紙

に
記
入

期
限
=
1
0月
1
5日

申
・
問

先
=
青
少
年
課
少
年
育
成
係

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ニ
バ
ル
'
9
9

体
も
た
ま
に
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
!

心
も
た
ま
に
は
ス
ト
レ
ッ
チ
!

澄
ん
だ
秋
空
の
下
、
い
ろ
い
ろ
な
ス

ポ
ー
ツ
や
遊
ぴ
を
体
験
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。
野
菜
つ
り
・
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン

ーナ
イ
ン
グ
ー
ム

ーキ
ッ
ク
タ
ー

ゲ
ッ
ト
な
ど
楽
し
い
イ
ペ
ン
ト
に
加
え

て
、
バ
ザ
ー
・
模
擬
店
・
抽
選
会
も
あ

り
ま
す
。
楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
も
増
え
た

し
、
今
年
も
ド
キ
ド
キ
ーワ
ク
ワ
ク
の

一
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
=
1
0

月
1
0日
澑
、
午
前
1
0時
～
午
後
3
時

場
所
=
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

問
先
=体
育
協
会

(
3
8
8
0
)
5
6
9
5
(
直
通
)

ま
た
は
体
育
振
興
係

違
反
屋
外
広
告
物

屋
外
広
告
物
を
掲
出
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
許
可
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
広
告
物
を
道
路
上
(
上
空
を
含

む
)
に
掲
出
す
る
場
合
は
、
道
路
法

に
基
づ
く
道
路
占
用
の
許
可
と
道
路

交
通
法
に
基
づ
く
道
路
使
用
の
許
可
(

所
轄
警
察
醫
)
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
亊
前
に
相
談
を
し
て
く
だ

さ
い
。

法
律
や
都
の
条
例
に
違
反
し
た
立

て
看
板
や
は
り
紙
な
ど
が
、
た
く
さ

ん
は
ら
れ
て
い
ま
す
。
区
で
は
、
こ

れ
ら
の
瓏
反
広
告
物
に
つ
い
て

、
自

主
撒
去
の
指
導
や
除
却
処
置
を
行
つ

て
い
ま
す
が
、
解
消
す
る
に
至
つ
て

い
ま
せ
ん
。
違
反
広
告
物
を
な
く
す

た
め
、一
層
の
指
導
に
努
め
ま
す
が
、

広
告
主
や
屋
外
広
告
業
の
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
道
路
管
理
課
占
用
係

白
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
度
、
区
内
で
は
3
0人
(
男
性
8

人
、
女
性
2
2人
)
の
皆
さ
ん
が
、
白
寿

(
9
9歳
)
を
迎
え
ま
し
た
。9
月
2
日

か
ら
8
日
ま
で
の
間
、
区
長
が
そ
れ
ぞ

れ
の
お
宅
を
訪
問
し
、「
長
寿
証
」と
記

念
の
品
を
贈
つ
て
長
寿
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。

《
在
宅
調
整
係
》

放 置 自転車禁止区域

五反 野駅周辺

自
転
車
は
便
利
な
乗
り
物
で
す

が
、
放
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町

の
美
観
を
損
ね
、
緊
急
時
の
障
害
物

と
な
り
ま
す
。
通
勣
・
通
学
・
買
物
な

ど
で
駅
周
辺
を
利
用
す
る
方
は
、
で

き
る
だ
け
歩
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
・

い
。
ま
た
、自
転
車
の
場
合
は
、必
ず

自
転
車
匯
き
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。区

で
は
、
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
頂
m

以
内
を
放
置
自
転
車
禁
止
区
域
に

指
定
し
、
蔡
止
区
域
内
の
放
置
自
転

車
を
撤
去
し
て
い
ま
す
。
撤
去
し
た

自
転
車
は
自
転
車
移
送
所
に
保
管

し
、
引
き
と
る
際
に
撤
去
費
用
と
し

て
2
千
円
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
撒
去
後
2
ヵ
月
を
過
ぎ

る
と
処
分
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

□
区
営
自
転
車
駐
車
場

五
反
野
北
自
転
車
駐
車
場
・
:足
立
4
-
1
7
-
2
5

先(
3
8
8
7
)
3
7
0
6

□
民
営
自
転
車
駐
車
場

五
反
野
第
一
自
転
單
駐
車
場
…
足
立
3
1
2
9

(
3
8
8
0
)
7
4
5
5

五
反
野
第
二
自
転
車
駐
車
場
…
足
立
4
-
4
0

(
3
8
8
0
)
7
4
5
5

□
自
転
車
移
送
所

加
平
移
送
所
・
:加
平
2
1
1
7
-
6
先

問
先
―
自
転
車
係

掲
示
板

□
都
内
一
斉
無
料
法
律
相
談

日
時
儿
…一
月
2
日
出
、
午
前
1
0時
～
午

後
1
時

場
所
=
教
育
研
究
所

費
用
=

無
料

申
込
儿
扣
月
1
日
、
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時
に
篭
話
予
約

申
・
問

先
=
東
京
弁
護
士
会
内
法
律
相
談
セ
ン

タ
1

　
(
3
5
9
7
)
9
9
0
1

□
高
等
学
校
演
劇
部
地
区
コ
ン
ク
ー
ル

日
時
=
1
0月
1
7日
即
、
午
前
9
時
4
0分

～

場
所
=
竹
の
詼
セ
ン
タ
ー

問
先
=

都
立
足
立
高
校
・
後
飯
塚

(
3
8
8
9
)
2
2
0
4

□
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
会
(
2

級
課
程
・
夜
間
コ
ー
ス
)

①
期
問
=
1
0

月
1
8日
～
1
2年
2
月
1
2日

場
所
=

東
亰
足
立
訶
院
ほ
か

定
員
=
4
0人

費
用
=
5
万
5
0
0円

申
込
=
1
0月
4
曰

ま
で
に
所
定
の
申
込
書
を
郵
送
ま
た
は

持
参

申
・
問
先
=
足
立
老
人
ケ
ア
セ

ン
タ
ー

　
(
5
6
8
6
)
3
9
6
5

②
期
闃
見
…一
月
1
8日
～
1
2年
1
月
2
8日

定
員
よ
J
人

費
用
=
8
万
円

申
・

問
先
=

医
療
法
人
福
寿
会

(
5
6
8
1
)
5
0
0
7

□
連
続
放
火
に
注
意
!

車
の
放
火
が
多
発
し
て
い
ま
す

。

駐
車
場
や
軒
下
に
駐
車
し
て
い
る
車

・
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
の
シ
ー
ト
カ
バ
ー

は
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い

。

問
先
=

綾
瀬
瞥
察
署
刑
亊
課

(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

□
第
3

期
区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

日
時
=
1
0
月
1
4日
・
2
8
日
/
1
1
月
一
1
1
(
曰

・
2
5
日
/
1
2
月
9

日
・
1
6日

、
午
後
6

時
3
0
分
～
8

時
3
0
分

場
所
=

千
寿
第

三
小
学
校

対
象
=
1
6
歳
以
上
の
区
民

費
用
=
5
0
0円

問
先
=

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
連
盟
・
畏
谷
部

(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

□
都
立
足
立
ろ
う
学
校
学
校
公
開

日
時
0
1
0
月
1
3
日
廁
、
午
前
9
時
～
正

午

申
込
=
住
所
、
氏
名

、
所
属

、
電

話
番
号
を
明
記
し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス

場
・
申
・
問
先
=
足
立
ろ
う
学

校

〒
1
2
1・
0
0
6
1

花
畑
7
-
2
3
1
1
5

　
(
3
8
8
3
)
8
5
2
7

砌
(
3
8
6
0
)
1
3
2
8

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
ヘ

▼
①
1
0月
2
日
出
・
9
日
出
・
1
0日
剛

東
栗
原
団
地
前
公
園

午
前
9
時
～
午

後
3
時

②
1
0月
3
日
即
北
千
住
イ
ベ

ン
ト
広
場

午
前
1
0時
～
午
後
3
時

③
1
0月
1
1日
鼎
神
明
東
町
会
グ
ーフ
ン
ド

午
前
9
時
～
午
後
3
時

※
①
～
③
と

も
雨
天
中
止
/
1
0
0区画
/
出
店
料
2
千

円
/
電
話
/
大
島(

3
8
8
0
)
8
2
2
2

▼
1
0月
3
日
㈲

諏
訪
木
西
公
園

午

前
1
0時
～
午
後
2
時

※
雨
天
の
場
合
1
0

日
沺
/
7
0区
画
/
出
店
料
千
円
/
電

話
/
斉
藤

(
3
6
2
8
)
0
4
9
4
乙

▼
1
0月
3
日
即

区
役
所
南
側
広
場

午
前
9
時
～
午
後
2
時

※
雨
天
中
止
/
7
0

区
眤
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/
井

手

　
0
9
0
(
3
1
0
6
)
3
4
3
8

▼
1
0月
1
7忌
一

諏
訪
木
西
公
園

午

前
9
時
～
午
後
3
時

※
雨
天
の
場
合
2
4

日
鼎
/
6
0区
画
/
出
店
料
千
円
/
電

話
/
高
橋

(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

▼
1
0月
2
4日
即

北
干
住
イ
ベ
ン
ト
広

塲

午
前
9
時
～
午
後
2
時

※
雨
天

中
止
/
6
0区
画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/

友
本

　
(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

▼
1
0月
2
4日
沺

八
百
免
公
園

午
前
1
0

時
～
午
後
3
時
*

雨
天
の
場
合
3
1

日
即
/
3
0区
匝
/
出
店
料
千
円
～
千
5
0
0

円
/
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
区
画
数
、
駐
車
場
希
望
の
有

無
を
明
記
(
1
0月
2
0日
必
楹
)
/
〒
1
2
1

・
0
0
5
3

佐
野
郵
便
局
留

梅
津

　
(
3
6
2
8
)
5
0
0
4

▼
1
0月
3
1日
鼎

北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場

午
前
9
時
～
午
後
3
時

※
雨
天

中
止
/
1
0
0区画
/
出
店
料
千
円
～
2
千

円
/
電
話
/
安
藤(

3
8
1
5
)
4
8
8
7
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国

保
出
産
育
児

一
時
金
の
支
給

対
象
=
国
民
健
康
保
険
加
入
者

※
社

会
保
険
等
、
他
の
医
療
保
険
か
ら
出
産

者
本
人
に
支
給
さ
れ
る
渤
合
(
1
年
以

上
の
加
入
で
退
職
後
6
ヵ
月
以
内
の
出

産
)は
、国
民
健
康
保
険
か
ら
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
妊
娠
4
ヵ
月
(
8
5日
)
以

上
で
あ
れ
ぱ
、流
産
・死
産
(
人
工
中
絶

も
含
む
)
で
も
支
給
さ
れ
ま
す

支
給

額
=
出
生
児
一
人
に
つ
き
3
5万
円
(
1
0

年
3
月
3
1日
以
前
に
出
産
の
場
合
は
3
0

万
円
)

申
込
=
国
民
健
康
保
険
証
/

母
子
手
帳
/
世
帯
主
の
印
鑑
/
世
帯
主

名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
は
除
く
)
/

流
産
・
死
産
の
と
き
は
そ
の
証
明
書

を
持
参

申
・
問
先
―
保
険
給
付
係

国
民
年
金

納
付
書
を
お
送
り

し
ま
す
(
後
期
分
)

国
民
年
金
保
険
料
(
1
1
年
1
0
月
～
1
2

年
3

月
分
)

の
納
付
杳
を
1
0
月
初
旬
に

お
送
り
し
ま
す

。
表
紙
の
裏
が
頷
収
鉗

に
な
り
ま
す
の
で

、
切
り
離
さ
ず
に

、

金
融
機
関
や
国
民
年
金
課
、
区
民
事
務

所
の
窓
ロ
ヘ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
6

ヵ
月
分
前
納
す
る
と
8
8
0円の
割
引
が

あ
り
ま
す
(
定
額
保
険
料
の
場
合
)

期
限
=
▽
6
ヵ
月
前
納
・・・
1
0月
末
日

▽
毎
月
分
…
翌
月
の
末
日

問
先
=
国

民
年
金
課
保
険
料
係

都
営
住
宅

(
一
般
・
単
身
者
用
)

入
居
者
募
集

募
集
お
よ
び
申
込
用
紙
配
布
期
関
=
1
0

月
1
日
～
8
日
(
土
・
日
疆
日
は
除
く
)

申
込
用
紙
配
布
場
所
=
住
宅
眥
理
係
(

期
間
内
配
付
)
、
各
区
民
事
務
所
(
予

定
枚
数
に
達
し
次
第
配
付
終
了
)

※

く
わ
し
く
は
、「
申
込
用
紙
(
申
込
の
し

お
り
)
」を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
先
=
住

宅
管
理
係

環
境
基
本
計
画
の

検
討
が
始
ま
り
ま
し
た

足
立
区
環
境
基
本
条
例
が
、1
1
年
7

月
1
4日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に

基
づ
き
環
境
審
議
会
が
設
置
さ
れ
、
環

境
基
本
計
圃
の
策
定
作
業
が
始
ま
り
ま

し
た
。
審
議
会
は
原
則
と
し
て
公
開
さ

れ
ま
す
。

問
先
=
環
境
課
調
整
係

東
京
都
の

「
住
ま
い
づ
く
り
・
ま
ち

づ
く
り
協
力
員
制
度
」

都
で
は
、
密
集
住
宅
市
街
地
の
庄
宅

の
建
て
替
え
促
進
の
た
め
「
住
ま
い
づ

く
り
・
ま
ち
づ
く
り
協
力
員
制
度
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
協
力

員
と
し
て
登
録
し
た
住
宅
建
設
の
専
門

冢
(
建
設
業
者
や
一
級
建
設
設
計
事
務

所
等
)
が
、
都
内
の
密
集
住
宅
市
街
地

で
住
宅
の
建
て
替
え
を
予
定
し
て
い
る

建
築
主
に
建
て
鰆
え
に
関
す
る
法
令
や

助
成
制
度
に
つ
い
て
相
談
や
助
言
を
す

る
制
度
で
す
。

足
立
ほ
か
5
区
を
除
く
都
内
各
区
で

協
力
員
と
し
て
活
勣
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、嬲
東
京
都
防
災
・
建
築
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
の
登
録
講
習
会
と
実
施
区

の
行
う
地
区
講
習
会
の
受
講
が
必
要
で

す
。
▽
登
録
受
付
・
:
日
時
=
1
0
月
5

日
～
7
日
午
前
一
…
一
時
～
午
後
4
時

塲
所
彑
聊
東
亰
都
防
災
・
建
築
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
(
渋
谷
区
渋
谷
1

-
1
5
-
9
美
竹
ビ
ル
)
▽
登
録
講
習

会
・
・
・
日
時
-
1
0
月
2
9
日
(
金
)
午
後
1
時

3
0
分
場
所
=
品
川
区
立
総
合
区
民
会

館
「き
ゅ
り
あ
ん
」▽
費
用
=
登
録

料
…
3
万
円
/
登
録
講
習
会
受
講
料
・
:

1
万
円
▽
地
区
講
習
会
・
:
日
時
=
1
1
・
(

月
9
日
～
1
1
日
午
前
1
0
時
～
午
後
4

時

場
所
=

渋
谷
区
立
幡
ヶ
谷
区
民
会

館

問
先
=

劭
柬
亰
都
防
災
・
建
築
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

(
5
4
6
6
)
2
1
0
3

区
・
密
集
ま
ち
づ
く
り
係

家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

お
考
え
の
方
ヘ

住
宅
金
融
公
庫
ま
た
は
区
指
定
の
金

融
機
関
か
ら
、
住
宅
改
良
資
金
を
借
り

入
れ
て
エ
事
を
す
る
方
に
対
し

、
資
金

の
一
部
を
助
或
し
ま
す

。

対
象
I

マ

自
己
用
住
宅
の
場
合
…
本
人
ま
た
は
同

居
の
親
族
が
所
有
す
る
住
宅
で

、
引
き

続
き
居
住
す
る
/

区
内
に
1

年
以
上
在

住
し
て
い
る
/

前
年
度
の
総
所
得
金
額

が
8
0
0万
円
以
下
で
あ
る

▽
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
の
共
用
部
分
の
場
合
・・・
区
分
所

有
者
全
員
で
構
成
す
る
管
理
組
合

※

区
の
指
定
金
融
機
関
お
よ
び
助
成
の
要

件
な
ど
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

申
・
問
先
a

閧
発
指
導
係

私
立
幼
稚
園
児
募
集

来
年
4
月
入
園

対
象
=
3
・
4
・
5
歳
児
(
6
年
4

月
2
日
～
9
年
4
月
1
日
生
ま
れ
)

受
付
開
始
=
1
1
月
1
日
願
書
配
付
=

1
0月
1
5日
か
ら
各
幼
稚
園
で
配
布

申

・
問
先
=
各
私
立
幼
稚
園

エ
コ
あ
だ
ち
ノ
ー
ト

販
売
中

こ
の
ノ
ー
ト
は
A
4

版
で
6
4
ぺ
I

ジ
。
市
販
品
よ
り
2
5円
安
く
、1
冊
1
7
5

円
(
税
込
み
)
、区
役
所
北
館
地
下
売
店

で
販
売
し
て
い
ま
す
。「
エ
コ
あ
だ
ち
」

と
は
区
・
庁
舎
の
排
出
古
紙
(
コ
ピ
ー

用
紙
と
新
闃
)
を
原
料
と
し
て
製
作
す

る
、
再
生
オ
リ
ジ
ナ
ル
事
務
用
品
の
名

称
で
す
。
職
員
用
事
務
用
品
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
n一
年
度
は
、
排
出

古
紙
1
0
tの
減
量
と
事
務
用
品
経
費
1
7
0

万
円
以
上
を
削
減
し
ま
す
。
区
民
の
皆

さ
ん
も
地
域
行
事
の
記
念
品
な
ど
に
利

用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
先
=
庁
舎
管
理
課
庁
舎
リ
サ
イ
ク
ル

通
学
区
域
が

変
わ
り
ま
す

・
島
根
小
学
校

・
中
島
根
小
学
校

通
学
区
域
の
適
正
化
と
島
根
小
学
校

改
築
に
伴
い
、
通
学
区
戡
を
一
部
左
表

の
と
お
り
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

対
象
1
1
2年
4
月
1
日
以
降
就

学
す
る
児
童

問
先
=
学
事
係

変更する通学区域・学校

10月の国民年金の相談と説明会
国民年金の手続きや、保険料の納付についてご相談ください。

みんな一緒に
生きていく。

赤い羽根
共同募金

10 月1日 　12月31 日
共同募金は、皆さ んの善意によ

る社会福祉増進運勳です。昨年は。1
千万を超える募金が集まり、保
育・福祉r尸笊所・高齡者福祉施設
などの作業 備品や機器、利用者送
迎用車両の喟入など 、民間福祉事
業の運営費とし て役立てられまし
た。今年も皆さんの温かいお心を
お寄せください。 問先一地 域振
興課振興係

物
品
買
い
入
れ
等

指
名
競
争
入
札
参
加
の
登
録
受
け
付
け

対
象
=
平
成
1
2年
度
区
の
物
品
質

い
入
れ
な
ど
の
指
名
競
争
入
札
へ
の

参
加
希
望
者

期
間
よ
…一月
1
8日
～
2
2

日
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時

※

土
・
日
曜
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
1

時
を
除
く

場
所
=
区
役
所
南
館
H

階
契
約
課
(
車
で
の
来
庁
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
)

※
申
請
に
必
要
な
都

・
財
務
局
指
定
用
紙
は
東
亰
都
弘
済

会
(
都
庁
都
民
広
場
地
下
)
で
販
売

問
先
―
物
品
契
約
係

ご
存
知
で
す
か

「
検
察
審
査
会
制
度
」

交
通
事
故
や
詐
欺
・
傷
害
な
ど
の

事
件
に
あ
い
、
「加
害
者
を
告
訴
し
た

け
れ
ど
、検
察
官
が
裁
判
に
か
け
て

く
れ
な
い
」と
い
っ
た
不
満
の
あ
る

方
は
、検
察
審
査
会
制
度
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。検
察
審
査
会
は
、有

檜
者
の
中
か
ら
ク
ジ
で
選
ば
れ
た
1
1

人
で
構
成
さ
れ
被
罟
者
の
申
し
立
て

を
受
け
て
事
件
を
も
う
一
度
調
べ
な

お
し
、
検
察
官
が
事
件
を
裁
判
に
か

け
な
か
っ
た
こ
と
の
よ
し
あ
し
を
審

査
す
る
の
を
主
な
仕
事
と
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
審
査
の
結
果
、
裁
判
に
か

け
な
か
っ
た
こ
と
が
不
当
と
判
断
さ

れ
た
と
き
は
、
検
事
正
が
こ
の
審
査

を
参
考
に
し
て
搜
査
を
し
、
裁
判
す

べ
き
と
き
は
そ
の
手
続
き
を
と
り
ま

す
。
秘
密
は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
―
東
亰
第
一
・
第
二
検
察
審
査

会
事
務
局

(
3
5
8
1
)
5
4
1
1

区
・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ひ
ろ

ば

区
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
事
業
で

す
。掲
載
内
容
の
責
任
は
当
事
者
間
で
。

=
催
し
物
=

★
花
畑
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ

ブ
・

第
1
6回
定
期
演
奏
会
9

月
2
6
日
沺
、

午
後
2

時
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/

無
料
/

河
合

(
3
8
8
5
)
6
7
1
2

★
足
立
く
だ
か
け
会
・
1
4
歳
講
座

「
人

生

」1
0

月
2

日
出

、
午
後
2
時
～
4

時
/

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
/
千
円
/

事
前

申
込
/

手
島

(
3
8
5
7
)
5
3
6
2

★
峯
正
行
個
展

「
障
害
者
の
喜
び
」1
0

月
1
4日
～
2
0日

、
午
前
1
1
時
～
午
後
7

時
/
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/

油
絵
・
水

墨
画
・
水
彩
画
/

無
料
/

峯

(
3
8
5
2
)
0
6
2
4

★
ま
あ
る
い
ぐ
る
う
ぷ
「
親
子
で
弁
当

作
り
」1
0

月
1
6
日
出
、
午
前
1
0
時
/

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/

材
料
実
費
/

電
話

申
込
/
定
員
1
0
組
/
小
川

(
3
8
9
9
)
7
1
8
2

★
和
囲
話
意
会
セ
ミ
ナ
ー

「
生
殖
医
療

に
つ
い
て
考
え
る
」
1
0

月
1
6
日
出
、

午
後
2
時
3
0
分
～
4
時
3
0
分
/

エ
ル

ー

ソ
フ
ィ
ア
/

無
料
/
定
員
2
4人
(
先
籌
)
/

事
前
申
込
/

中
晧

(
3
8
5
9
)
3
2
4
6

★
小
さ
な
ご
み
仲
間

「
荒
川
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ

」1
0

月
1
7
日
旧
、
午
前
一
1
1
一
時
/

荒
川
・
虹
の
広
場
/

ご
み
抬
い
と
自

然
観
察
/

弁
当

、
筆
記
具
持
参
/
当
日

匱
接
会
場
へ
/

梨
本

(
3
8
7
9
)
5
4
6
1

★
借
地
・
借
家
問
題
相
談
会
1
0

月
2
4

日
沺
、
午
後
2

時
～
4

時
/

北
部
地
域

集
会
所
(

千
住
寿
町
)
/

当
日
直
接
会

場
へ
/

足
立
借
地
借
冢
人
組
合

(
3
8
8
2
)
0
0
5
5

★
保
育
室
な
か
ま
・
バ
ザ
ー
1
1
月
3

日
濁

、
午
前
1
0時
3
0
分
～
午
後
3

時

、

雨
天
時
一
1
1
一
月
7

日
/

興
野
公
園
/

日
用

雑
貨
品
等
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す

※
扣
月
1
7日
ま
で
/
保
育
室
な
か
ま

　
(
3
8
8
6
)
7
2
8
7

=
募

集
=

★
サ
ニ
ー
足
立
(
女
性
健
康
体
操
)

毎
週
火
疆
日
、
午
前
1
0時
～
1
1時
3
0分
/

胥
年
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
2
千

円
、
月
額
2
千
5
0
0円/
黒
田

(
3
8
9
7
)
0
8
2
1

★
コ
ス
モ
ス
(
健
康
体
操
)

毎
週
水

曜
日
、
午
前
1
0時
Å
1
1時
3
0分
/
青
年

セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、
月
額
3

千
円
/
3
0歳
代
か
ら
/
野
口

(
3
8
9
9
)
3
9
3
8

★
カ
ン
ポ
ー
ヘ
ル
シ
ー
会
(
気
功
)

毎
日
、
午
前
9
時
/
五
反
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
公
園
/
無
料
/
林

0
9
0
(
2
6
5
1
)
1
6
2
4

★
健
康
気
功
サ
ー
ク
ル
第
1
・
2
・

3
土
曜
日
、
午
剪
…
一
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0

分
/
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
月
額
3

千
円
/
黄
(
こ
う
)

(
3
8
8
0
)
8
0
6
0

★
碧
(
太
極
拳
)

毎
週
木
曜
日
、
午

後
7
時
～
9
時
/
保
塚
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

入
会
金
千
円
、
月
額
3
千
円
/
伊
藤

　
(
3
8
8
5
)
0
5
3
5

★
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

第
2
・
4

日
曜
日
、
午
前
1
0時
3
0分
～
正
午
/
千

寿
第
五
小
学
校
/
月
額
2
千
5
0
0円/
田

仲

　
(
3
8
8
6
)
8
2
0
2

★
バ
レ
エ
サ
ー
ク
ル
レ
デ
ィ
ス

毎
週

火
堽
日
、
午
前
1
0時
～
正
午
/
保
罹
セ

ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
3
千
5
0
0円/
安
井

　
(
3
8
5
5
)
0
4
3
5

★
い
ず
み
コ
上
フ
ス

毎
週
木
曜
日
、

午
後
1
時
～
3
時
/
舎
人
セ
ン
タ
ー
ほ

か
/
入
会
金
千
円
、
月
額
3
千
5
0
0円/

国
廚
田

(
3
8
9
7
)
4
6
6
7

★
足
立
中
国
語
研
究
会

月
3
回
火
陲

日
、
午
後
7
時
～
9
時
/
常
東
地
域
集

会
所
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、
月
額
3
千

円
/
前
沢

(
3
8
8
1
)
3
8
1
4

★
初
心
者
英
会
話
サ
ー
ク
ル

毎
週
土

扈
日
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
/
保
木

間
五
丁
目
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額
4

千
円
/
木
村

(
3
8
8
6
)
1
3
6
3
(

夜
間
)
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求
む
!
「
2
1世
紀
へ
の
思
い
」語
り
人

采
年
1
月
1
日
発
行
の
「
あ
だ
ち
広

報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」で
は
、
2
1世
紀
を

テ
ー
マ
と
し
た
特
集
を
企
画
し
、
現
在

凖
備
を
進
め
て
い
ま
す
。2
1世
紀
ま
で

あ
と
1
年
数
カ
月
。こ
う
な
れ
ぱ
い
い

な
、
こ
ん
な
こ
と
し
た
い
な
と
い
う
夢

や
希
望
、
時
が
経
つ
て
も
こ
れ
は
残
し

て
お
き
た
い
、
伝
え
た
い
と
思
う
こ
と

な
ど
、2
1世
紀
へ
の
思
い
を
語
つ
て
く

れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
掲
載
し
た
方
に
は
、

記
念
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

申
込
=
(

ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
年
齡
、
電
話
番
号
、2
1世
紀
へ
の

思
い
を
簡
単
に
お
書
き
く
だ
さ
い

期

限
ふ
…一
月
1
5日
必
着

申
・
問
先
―
広

報
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

F
A
X
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

「
ト
ル
コ
地
震
」救
援
金
の
受
け
付
け

ト
ル
コ
地
震
に
よ
り
多
数
の
被
災
者

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
日
本
赤
十
字
社

で
は
、
救
援
金
の
受
け
付
け
を
行
つ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
頤
い
し
ま

す
。
取
り
扱
い
方
法
―
郵
便
振
替
(手

数
料
無
料
)

加
入
者
名
=
日
本
赤
十

字
社

※
振
込
用
紙
の
通
信
欄
に
「
ト

ル
コ
地
震
」
と
明
記

口
座
番
号
1
0
0
1
1
0
-
2
-
5
6
0
6

問
先
=

地
域
振
興
課
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ま
ち
の
歴
史
ミ

ニ

事
典

第6回

梅

田

～
武
家
の
屋
敷
～

武
家
の
屋
敷
と
い
う
と
城
下
町
や
江

戸
を
連
想
し
ま
す
が
、
こ
こ
足
立
に
も

武
家
の
愿
敷
が
あ
っ
た
と
い
う
伝
説
や

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
場
所
は
正
岡
子
規

の
俳
句
に
も
脉
ま
れ
た
町
、梅
田
で
す
。

鎌
倉
幕
府
を
閧
い
た
源
頼
朝
の
叔
父

に
志
田
先
生
義
広
と
い
う
人
が
い
ま

す
。
義
広
は
頼
朝
の
一
族
で
し
た
が
、

頼
朝
と
対
立
し
て
消
息
を
絶
つ
た
人

物
。
彼
が
「
祈
願
所
」
と
し
て
開
い
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
寺
院
が
明
王
院
で

す
(
「
明
王
院
緑
起
」)。

江
戸
時
代
の
地
誌
類
を
見
る
と
、
後

に
志
田
義
広
の
子
孫
が
定

住
し
榴
林
を
つ
く
っ
た
と

記
し
た
上
に

「
い
ま
の
明

王
院
の
門
前
に
屋
敷
を
構

え

、遺
構
が
残
つ
て
い
る

」

と
述
べ
て
い
ま
す
が
真
偽

の
ほ
ど
は
わ
か
り
ま
せ
ん
(

「
近
世
地
誌
史
料
集

」)。

な
お

、
こ
の
梅
林
に
ち
な
ん
で
梅
田
と

い
う
地
名
が
出
来
た
と
い
う
説
が
伝
わ

っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
同
じ
江
戸
時
代
に
な
る

と

、
記
録
類
に
し
っ
か
り
と
残
る
武
家

の
屋
敷
が
あ
り
ま
し
た

。
秋
田
の
大
名

佐
竹
氏
の
屋
敷
で
す

。
規
模
は
5

千
2
0
0

坪
(
当
初
は
9

千
6
0
0坪
)
。
利
用
目
的
は

①
蔵
、
②
日
光
道
中
の
休
息
所
、
③
江

戸
屋
敷
が
火
災
に
あ
っ
た
と
き
の
避
難

所
で

、
明
治
維
新
ま
で
利
用
さ
れ
ま
し

た
(
「
国
典
類
抄

」
ほ
か
)
。

現
在

、
梅
田
に
あ
る
佐
竹
稲
荷
は
、

か
つ
て
の
屋
敷
神
で

、
唯
一
大
名
の
屋

敷
地
を
今
に
伝
え
る
遺
構
で
す
。

《
郷
土
博
物
館
》▲ 佐竹稲荷

区民 の
声区長 へのフ ァク スFAX3880- 5678 を

区長 室に設 置し まし た。ご利用く ださい 。あ だち カレンダ ー 10月
☆印のついたものは、本紙に記事が掲載されています

「あ だち広報」は区民 事務所や駅の広 報スタンド にも置い てあり ますので、
ご利用く ださい

学 びの情報を電話でキャッチ!

生涯学習情報ダイヤル 　3605―7181( 生涯学習館)
午前10時～午後5 時　 ※ 生涯学習館の休館日を除く毎日

あなたの探す講座やイベン卜 を、区内情報を中心に、いつ
、
どこで開催されるかをご案内します

古紙配合率70% 再生紙を使用しています S. A. R. 　278, 000


